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中心市街地中心市街地 はどうなっていくのか？はどうなっていくのか？

どうなっている？　改めて解説！
登米市建設計画・立地適正化計画

　平成26年度、国は人口減少に伴う都市機
能維持を目的として、都市再生特別措置法を
改正し、コンパクトなまちづくりに取組むた
めに、立地適正化計画に関する制度を創設し
ました。
　20年先、30年先を見据えたとき、人口減
少や高齢化が進む社会では、現在の住民生活
の維持が困難になっていくとして、地域の拠
点を再整備することで将来にわたって行政
サービスを維持し、住民生活を守っていくこ
とを実現するための手段として、コンパクト
シティプラスネットワークを実現することが
重要となります。
　国は、各自治体が将来を見据えたコンパク
トで持続可能なまちづくりに取組み、計画を
進めていく事を推奨しており、整備に向けた
支援策や条件等を明示しています。
　本市においては、その中心拠点として
「（仮称）地域交流センター」の整備を進め
ています。

12月議会、登米市建設計画の変更についての論点

修正動議1
　まだ議会での議論や市民理解が不足している段階
であり、中心市街地における「市民交流施設に行政
機能を付帯させた多機能型複合施設整備（地域交流
センター）を進め」の文言を削除すべき。
　　　　　　　　　　　　　熊谷康信議員他4名

Q　動議の内容の通りだとすると、立地適正化計画
における中心部分の計画が無くなるということにな
るがどうか。
A　この部分の文言を削除しても前後の文章からは
十分読み取れる。現状で中心に設ける施設を具体化
すべきでないという考えだ。
Q　今回の提案は、これまで議会で議論してきたこ
とを無に帰してしまう。具体的な施設整備計画がな
ければ計画は進まないと考えるがどうか。
A　明記することで施設整備を前提としたものに
なってしまう。私としては整備計画の推進合意が未
だ不完全であるという認識だ。

　合併特例債を最大限に活用することを目的とし、登米市建設計画の計画期間を合併特例債の活用
期限である令和12年度まで延長するとともに、対応する財政計画も変更する。
　今回の変更により学校再編整備関連事業、米山地区の公共施設複合化整備事業、（仮称）地域交
流センター整備事業など、今後予定される27事業に合併特例債を活用していく。

修正動議2
　「市庁舎・交流センター、図書館などの一体的な
整備」と修正するべき。今回整備するのは本庁機能
を集約させた市庁舎の役割を果たす施設で、市民生
活の中心的機能を持ち、付帯ではない。
　　　　　　　　　　　　　永島順子議員他4名

Q　例え庁舎という文言がなくても、内容からは庁
舎も含まれていることは理解できる。むしろ庁舎と
いう言葉を前面に出さないことで、硬い言い方を避
けた望ましい表現と思うがどうか。
A　今回の施設整備は庁舎であり、市民に混乱を招
く。より分かりやすい表現とすべきと考える。
Q　庁舎建設という文言が市長から語られていない
中で、どうして庁舎という言葉が出てくるのか。
A　これまでの執行部説明では迫、中田、南方の行
政機能を集約するという内容だ。それは庁舎そのも
のであり、計画にはその庁舎という文言を入れ明確
にすべきという考えだ。

　合併特例債を活用して合併後の新市を建設していくため
の基本方針を定めた計画です。
　新しい未来を描くグランドデザインとして、市町村の合
併の特例に関する法律の規定に基づき、平成16年6月に策
定されました。

　東日本大震災により合併特例債の発行期限が延長され、
活用期限が令和12年度になったことから、建設計画の期
間を延長するなど、今回２度目の変更を行いました。

※　（仮称）地域交流センターを含めた中心市街
地の検討については、前号から特集レポートを掲
載中。今回はP.14 に掲載。

議論の対象となった一文（原案）
　特に、中心市街地にあっては、市民交流施設に行政機能を付帯させた多機能型
複合施設の整備を進め、中心市街地の活性化に取り組みます。

解説
　計画推進には合意するが、本計画は本市の
中心となる施設であり、庁舎が中心となるべ
きであり、「行政機能を付帯させる」の表現に
は強い違和感を覚えることから文言の訂正を
求めたいとする考え。

解説
　合併特例債にこだわらず（予算ありきでは
なく）、中心拠点施設や建設場所を含めて更に
協議していくべきとする考え。

―　討論では2名の原案賛成討論があり、採決の結果執行部提案が原案通りに可決された。―

1975年頃（出典：国土地理院）2019年（出典：GoogleEarth)

修正動議2件の内容とその質疑応答

【立地適正化計画】登米市建設計画とは？
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議案第137 号「登米市建設計画の変更」の内容

とめ市議会だより 第78号
令和６年２月21日発行

23 とめ市議会だより 第78号
令和６年２月21日発行

特　
　

集

定
期
議
会

委　

員　

会

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

一
般
質
問

特　
　

集

定
期
議
会

委　

員　

会

一
般
質
問

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ



議
長

　令和5年定例会12月定期議会は12月6日～22日までの17日間開会され、
議案35件を審議し、すべて原案の通り可決しました。

■12月定期議会審議結果（意見が分かれた案件について掲載しました）

※採決結果欄　（〇）は賛成、（×）は反対または賛成しなかったもの、（欠）は欠席。
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2625242322212019181716151413121110987654321
議員名 採　　　　決　　　　結　　　　果

議案名

○ × × × ○ × ○ × × ○ ○ × × × × ○ × × 欠 × × × × × ×

議案第137号
　登米市建設計画の変更に
ついて
（熊谷康信議員ほか４名の
修正案）

× × × × × ○ × × ○ × × × × ○ × × × ○ 欠 × × ○ × ○ ×

議案第137号
　登米市建設計画の変更に
ついて
（永島順子議員ほか４名の
修正案）

× ○ ○ ○ × × × × ○ × × ○ ○ × ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ × ○
議案第137号
　登米市建設計画の変更に
ついて
（原案）

反　
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成
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決
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果

否決186

否決186

可決1113

可決420× ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第159号
　指定管理者の指定につい
て（米山体育館）

■ 補正予算

■ その他の主な議案　　

＊議案第129号令和5年度一般会計補正予算（第8号）から議案第135号令和5年度
　登米市老人保健施設事業会計補正予算（第3号）

　一般会計では、歳入歳出それぞれ8億1701万
円を追加し、予算の総額を859億4095万円と
しました。
　また、病院事業会計補正予算では、医療情報

システム導入事業として豊里病院に電子カルテシステム導入
し、操作研修や運用基盤整備に係る費用として3億9243万円
を債務負担行為として認めました。
　主な補正内容は下記のとおりです。

・登米市燃料券事業
　エネルギーや食料品価格等の物価高騰にともなう支援とし
て、全市民を対象に一人3000円の灯油・軽油・ガソリンの
購入に使用出来る「燃料券」を発行するもの（2億5145万
円）

・公共施設複合化整備事業
　米山地区公共施設複合化整備に向け、老朽化した米山総合
支所等の解体工事を行うもの（1億5192万円）

・結婚新生活支援事業
　少子化対策、人口減少対策として、新婚世帯に住居の購
入、住宅の賃借、引越しに係る費用を最大30万円補助し、新
生活の経済的負担を軽減するもの（807万円を追加）

・電気自動車等導入支援事業
　2050年ゼロカーボンシティの実現に向け、電気自動車を
導入する市民および事業者に対し、導入費用の一部を補助す
るもの（160万円を追加）

・製品プラスチック回収事業
　「プラスチック資源循環促進法」にもとづき、6年度から
製品プラスチックの回収を行うための回収用コンテナを200
個購入するもの（172万円を追加）

＊議案第138号～162号　指定管理者の指定について
令和６年４月１日からの指定管理施設25施設
　令和6年3月31日の指定管理期間満了に伴い、地方自治法
および各施設の設置条例の規定により、その管理を行わせ
る団体を指定するものです。

■ 条例の改正
＊議案第136号
登米市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例について
　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関す
る基準（平成26年内閣府令第39号）の一部改正に伴い、読替規定の見直しなど所要の改正を行う
ものです。

【 12月特別議会 】年内中に給付できるよう特別議会を開会し、審議しました。
＊一般会計補正予算（第7号）
・電気・ガス・食料品等価格高騰支援給付金事業
　物価高騰による負担を軽減するため、特に家計への影響が大きい低所得世帯（次の①～③のとお
り）に対し給付金（１世帯当たり7万円）を支給し、生活の支援を行うものです。
①　住民税非課税世帯
本年度すでに実施している「電気・ガス・食料品等価格高騰支援給付金事業」により、3万円
給付を受けている世帯

②　住民税非課税世帯
3万円の給付は受けてないが、住民異動等により基準日において世帯全員の令和5年度住民税均
等割が非課税である世帯

③　家計急変世帯
予期せず令和5年1月から12月までの間に家計が急変し、住民税非課税世帯と同様の事情にあ
ると認められる世帯

米山総合支所

Q　解体工事に要する経費をなぜ当初予

算ではなく補正予算で計上したのか。

　　8年４月複合化施設の供用開始を目

指し建設を進めていく中で庁舎の解体

があり、建設スケジュールに影響がな

いよう計上した。

Q　建設スケジュールがあるならもっ

と早くに解体工事費を予算計上するべ

きではないか。

A　解体計画もあるが、アスベスト調査

が必要になったことや、６年４月から

建設現場の働き方改革として週休二日

制も本格化していくことを考えると、

工期や工程の前倒しが必要となるため

今回計上した。

A

A

Q

Q

市民プール
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9
町
が
合
併
し
、
登
米

市
が
誕
生
し
た
時
の
人
口

は
、
約
9
万
1
千
人
で
あ
っ

た
が
、
現
在
は
約
7
万
4
千

人
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

人
口
減
少
に
伴
う
人
手
不
足

の
深
刻
化
が
見
込
ま
れ
、
あ

ら
ゆ
る
産
業
分
野
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
思
う
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
更
な
る
人
口

減
少
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で

あ
る
。

　
　

少
子
化
対
策
と
し
て
は

誕
生
祝
金
や
出
産
・
子
育
て

応
援
金
の
支
給
、
医
療
費
助

成
等
に
よ
り
経
済
的
支
援
を

図
る
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
に
努
め
て
き
た
。
更
な

る
移
住
定
住
施
策
の
推
進
や

雇
用
の
創
出
に
努
め
、
人
口

減
少
社
会
に
対
応
し
た
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
。

　
　

大
学
の
入
学
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業
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と
多
額
の
学
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が
か
か
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策

を
親
切
丁
寧
に
父
母
の
方
々

に
呼
び
か
け
、指
導
す
べ
き
。

　
　

18
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か
ら
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方
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内
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本
市
の
農
業
は
、
規
模

の
大
き
い
農
家
や
、
家
族
農

業
も
あ
る
。
し
か
し
、
現
在

の
担
い
手
は
65
歳
以
上
が
主

体
で
あ
る
。
人
口
減
少
の
見

通
し
も
踏
え
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
の
確
保
対
策
が
必
要
と
思

う
が
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本
市
の
農
業
を
持
続
可

能
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、

家
族
農
業
を
は
じ
め
と
し
、

小
規
模
農
家
の
方
々
が
今
後

も
前
を
向
い
て
農
業
経
営
を

継
続
す
る
よ
う
な
支
援
策
だ

と
考
え
て
い
る
。
担
い
手
の

育
成
確
保
も
含
め
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

相澤吉悦 議員

登米市の人口推移

問
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

答
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進

問

問

問

※1 栗登一平…登米市と隣接する宮城県の栗原市と、岩手県の一関市、平泉町の３市１町のこと。
※2 LGBTQ…「Lesbian（レズビアン）」、「Gay（ゲイ）」、「Bisexual（バイセクシュアル）」、「Transgender（トランスジェンダー）」、
　　　　　　「Queer（クィア）／Questioning（クエスチョニング）」の頭文字を取って名付けられた、幅広い性のあり方の総称。

パートナーシップ制度を知っていますか
（141件回答）

答

答答

　
　

今
年
５
月
８
日
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
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が
感
染

症
分
類
で
５
類
相
当
と
さ
れ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
依
然
マ

ス
ク
も
外
せ
な
い
状
況
が
続
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な
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、
通
常
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生
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い
な
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住
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不
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市
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い
か
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感
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実
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、

社
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的
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や
孤
独
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問

題
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深
刻
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き
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い
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と
認
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お
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世
代
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に
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危
惧
し
て
い
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の
は
一

つ
の
リ
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け
に
こ
だ
わ

る
こ
と
で
、
ほ
か
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多
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リ
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ま
う
と

い
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こ
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特
に
住
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士
の
コ
ミ
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が
失
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る
こ
と
は
私
た
ち

の
人
間
社
会
の
基
礎
を
失
う

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。　

　

大
規
模
災
害
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住
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地
域
防
災
の
観
点
か
ら

も
、
そ
の
よ
う
な
取
組
は
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

地
域
防
災
力
を
高
め
る

た
め
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
が
重
要
で
あ

る
。

　

地
域
で
の
人
と
人
と
の
繋

が
り
を
保
て
る
よ
う
に
防
災

と
い
う
観
点
だ
け
で
な
く
、

福
祉
や
環
境
、
教
育
と
い
う

面
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係

部
署
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
拡

充
を
図
っ
て
い
く
。

佐々木好博 議員

コロナによる孤独
（政府の実態調査より）
コロナによる孤独

（政府の実態調査より）

問
市
民
を
孤
立
化
さ
せ
な
い
取
組
は

答
地
域
の
繋
が
り
を
活
か
す

取
組
を
実
践

問問 答

答

　

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
性

的
少
数
者
の
理
解
増
進
に
つ

な
が
る
。
同
性
婚
の
法
改
正

に
向
け
た
地
方
か
ら
の
声
に

な
る
。
仙
台
市
に
続
き
、
栗

原
市
も
来
年
度
中
の
導
入
を

決
め
た
。
本
市
で
も
導
入
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
の
だ
が
。

　
　

導
入
自
治
体
は
、
そ
れ

に
至
る
ま
で
の
活
動
や
経
過

を
踏
ま
え
た
中
で
導
入
を
決

め
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
理
解
促
進
に

向
け
た
啓
発
や
人
権
を
守
る

取
組
に
重
点
を
置
き
な
が

ら
、
他
市
の
先
行
事
例
な
ど

の
収
集
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　
　

一
関
市
で
も
昨
年
導
入

し
た
。「
栗
登
一
平
」
の
連

携
事
業
の
一
環
で
、
そ
の
制

度
を
導
入
で
き
な
い
か
。

　
　

民
法
の
解
釈
な
ど
、
国

が
指
針
を
示
さ
な
い
と
さ
ま

ざ
ま
な
摩
擦
が
起
き
る
可
能

性
も
あ
る
。
市
町
村
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
が
あ
っ
て
の
取
組

で
あ
り
、
今
す
ぐ
提
案
す
る

考
え
は
な
い
。

　
　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
に
関

し
た
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
頂

い
た
。
男
女
共
同
参
画
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
項
目
に
盛

り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

第
５
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
策
定
時
に
、
内
容

や
進
め
方
な
ど
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

中
学
校
で
開
催
す
る
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
研
修
会
に
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
を
含
め
る

こ
と
は
で
き
る
か
。

　
　

今
年
度
か
ら
中
学
校
を

対
象
に
研
修
会
を
始
め
た
。

参
加
対
象
者
に
つ
い
て
は
、

教
育
部
と
連
携
し
進
め
て
い

く
。

遠藤真理子 議員

問
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
求
め
る

答
多
様
な
性
の
情
報
発
信
、

調
査
研
究
す
る

問問

　
　

観
光
大
使
と
は
、「
観

光
地
の
振
興
の
た
め
に
観
光

地
の
象
徴
的
存
在
と
し
て
広

報
活
動
に
携
わ
る
人
の
こ

と
。
ま
た
、
そ
の
地
位
・
称

号
の
こ
と
」
と
あ
る
。

　

本
市
に
は
現
在
、
観
光
大

使
は
不
在
で
あ
る
が
、
令
和

元
年
に
「
と
め
ふ
る
さ
と
大

使
」
第
１
号
と
し
て
委
嘱
し

た
の
が
世
界
的
建
築
家
と
し

て
活
躍
中
の
隈
研
吾
氏
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
と

め
ふ
る
さ
と
大
使
」
は
隈
研

吾
氏
１
人
だ
け
で
あ
る
。

　

近
隣
自
治
体
の
主
な
大
使

を
紹
介
す
る
と
大
崎
市
で

は
、
大
崎
市
古
川
出
身
で
歌

手
の
さ
と
う
宗
幸
さ
ん
、
第

69
代
横
綱
白
鵬
さ
ん
な
ど
35

名
。
栗
原
市
で
は
、
栗
原
市

若
柳
出
身
で
脚
本
家
、監
督
、

俳
優
の
宮
藤
官
九
郎
さ
ん
、

元
プ
ロ
野
球
選
手
山
崎
武
司

さ
ん
な
ど
19
名
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
多
く
の

方
に
観
光
大
使
で
あ
る
「
と

め
ふ
る
さ
と
大
使
」
に
就
任

し
て
い
た
だ
き
、
本
市
の
豊

か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
や

産
業
、
観
光
資
源
な
ど
を
国

内
外
に
広
く
宣
伝
し
て
い
た

だ
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

新
た
な
「
と
め
ふ
る
さ

と
大
使
」
の
委
嘱
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
知
名
度
や
認
知

度
の
向
上
に
向
け
有
効
な
取

組
み
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
検

討
し
、
更
な
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
に
努
め

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
取
組
に
つ
い
て

熊谷和弘 議員

隈研吾氏への
「とめふるさと大使委嘱状交付式」

隈研吾氏への
「とめふるさと大使委嘱状交付式」

問
観
光
大
使
の
委
嘱
で
魅
力
発
信
を

答
検
討
し
、
更
な
る
充
実
に

努
め
る

問

答

　
　
「
避
難
行
動
要
支
援
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
作
成
さ
れ

て
い
る
が
、
要
支
援
者
に
対

し
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
支

援
す
る
の
か
具
体
的
に
な
っ

て
い
な
い
。「
支
援
を
お
願

い
し
た
い
と
同
意
の
名
簿
を

提
出
し
て
い
る
が
、
10
年
以

上
た
っ
て
い
る
の
に
、
い
ま

だ
に
誰
も
声
掛
け
に
来
て
い

な
い
」
と
の
不
安
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
要
支

援
者
へ
の
働
き
か
け
は
。

　
　

毎
年
、
名
簿
の
更
新
を

行
い
、
平
時
か
ら
の
見
守
り

活
動
な
ど
、
避
難
支
援
関
係

者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

迫
支
援
学
校
は
災
害
が

起
き
た
時
に
市
と
協
定
を
結

ん
で
お
り
、
依
頼
が
あ
れ
ば

避
難
所
を
開
所
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
も

そ
の
ま
ま
か
。

　
　

現
在
も
協
定
は
生
き
て

い
る
。
支
援
学
校
と
情
報
共

有
し
て
、
関
係
者
へ
適
正
に

提
供
し
て
い
く
。

　
　

登
米
町
の
市
営
住
宅
の

う
ち
、
館
山
住
宅
は
10
軒
あ

る
が
、
今
年
５
月
に
最
後
の

入
居
者
が
引
っ
越
し
、
空
き

家
と
な
っ
て
い
る
。
館
山
住

宅
の
解
体
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

昭
和
27
年
の
建
設
か
ら

71
年
が
経
過
し
て
い
る
。
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
令
和
６
年
度
に
10

戸
す
べ
て
を
解
体
す
る
計
画

で
あ
る
。

工藤淳子 議員

登米市総合防災訓練の様子登米市総合防災訓練の様子

問
要
支
援
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
具
体
的
支
援
を

答
避
難
支
援
関
係
者
と

連
携
し
取
組
む

　
　

公
約
で
「
新
庁
舎
建
設

白
紙
撤
回
」
を
う
た
っ
て
い

な
が
ら
も
、（
仮
称
）
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
に
本
庁
舎
機

能
を
付
帯
す
る
と
い
う
こ
と

が
矛
盾
で
は
な
い
か
。

　
　

１
期
目
は
そ
の
公
約
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
た
。
２

期
目
に
つ
い
て
は
、
所
信
表

明
で
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
挙
げ
て
い
る
。

　
　

再
選
前
に
は
67
億
の
庁

舎
建
設
に
反
対
し
て
、
今

お
よ
そ
2
・
5
倍
に
も
お
よ

ぶ
事
業
を
推
進
す
る
理
由
は
。

　
　

合
併
特
例
債
と
い
う
財

源
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
考

え
て
い
た
が
、こ
の
た
び「
都

市
再
生
特
別
措
置
法
」
が
改

正
と
な
り
、
国
の
補
助
金
が

得
ら
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。

　
　

建
設
予
定
地
は
昨
年
７

月
に
大
雨
に
よ
る
水
被
害
が

あ
っ
た
が
、
大
雨
時
の
内
水

対
策
は
。

　
　

長
沼
川
の
改
修
工
事
、

大
東
の
雨
水
排
水
事
業
、
中

江
地
区
の
側
溝
の
堆
積
土
砂

の
撤
去
な
ど
の
対
策
を
講
じ

て
い
る
。

　
　

河
川
が
氾
濫
危
険
水
位

に
達
し
た
場
合
は
、
排
水
機

場
が
機
能
し
な
い
の
で
は
。

根
本
的
な
解
決
に
至
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　
　

数
字
で
示
す
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
現
状
よ
り
は
改

善
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
住
民
福
祉
お
よ
び
子
育
て

施
策
の
達
成
度
は

・
現
状
の
市
債
お
よ
び
、
今

後
の
市
債
総
額
は

・
今
後
の
市
政
（
財
政
）
運

営
は

熊谷康信 議員

中江地区の浸水被害中江地区の浸水被害

問
方
針
転
換
に
つ
い
て
説
明
す
べ
き
で
は

答
市
民
説
明
会
で
し
っ
か
り
と

行
う

空
き
家
に
な
っ
て
い
る

館
山
市
営
住
宅
の
解
体
を

問

問

問

問

問 問問

問問

答答

答 答答

答 答答答

答

答

※
1

※
2

知っていて意味も
理解している
知っていて意味も
理解している

78人78人34人34人

23人23人
6人6人

知っているが
意味は分からない
知っているが
意味は分からない

聞いたことはある聞いたことはある

聞いたこともない聞いたこともない
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さ
ら
な
る
通
学
路
の
安

全
確
保
に
ど
う
応
え
る
の

か
。

　
　

通
学
路
等
安
全
対
策
推

進
会
議
を
設
置
し
、
関
係
部

署
と
合
同
点
検
を
実
施
し
な

が
ら
、
対
応
し
て
い
る
。

　
　

子
供
た
ち
が
抱
く
通
学

に
対
す
る
不
安
は
ど
こ
に
集

約
し
、
庁
内
共
有
し
て
い
る

の
か
。

　
　

教
育
委
員
会
で
把
握

し
、
道
路
管
理
者
な
ど
と
共

有
し
て
い
る
。

　
　

毎
年
の
よ
う
に
通
学
路

の
安
全
確
保
が
訴
え
ら
れ
て

い
る
。
得
た
情
報
が
施
策
に

生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　

適
正
に
予
算
化
し
進
め

て
い
る
。
出
来
る
と
こ
ろ
か

ら
し
っ
か
り
や
り
た
い
。

　
　

施
策
に
対
す
る
予
算
が

足
り
な
い
と
感
じ
る
。
子
供

た
ち
の
要
望
に
「
し
っ
か
り

や
る
ん
だ
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
行
動
を
伝
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

私
（
市
長
）
と
教
育
長

が
先
頭
に
立
っ
て
、
気
を
引

き
締
め
頑
張
り
た
い
。

　
　

指
定
管
理
者
が
独
自
に

料
金
減
免
す
る
裁
量
権
は
ど

こ
ま
で
あ
る
の
か
。

　
　

指
定
管
理
者
の
裁
量
権

は
条
例
の
範
囲
を
超
え
ら
れ

な
い
。

　
　
「
公
の
施
設
に
か
か
る

指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と

合
い
入
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　
　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
め

た
い
。

曽根充敏 議員

通学路のさらなる安全を通学路のさらなる安全を

問
通
学
の
安
全
に
応
え
る
べ
き
で
は

答
予
算
措
置
も
含
め
、

頑
張
り
た
い

問

問問

問問問

答答答

答答答

　
　

本
市
で
は
、
昨
年
10
月

に
市
子
育
て
条
例
を
施
行
し

た
。
条
例
に
は
、
子
供
一
人

一
人
が
、
か
け
が
え
の
な
い

存
在
で
あ
り
、
登
米
市
の
宝

と
う
た
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
市
の
宝
で
あ
る

子
供
が
特
に
夜
間
、
急
な
発

熱
な
ど
発
症
し
た
場
合
、
開

業
医
は
夜
間
診
療
を
し
て
お

ら
ず
、
市
民
病
院
に
も
小
児

科
医
が
待
機
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
子
供
を
も
つ
家

庭
が
、
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
市
と
し
て
小

児
医
療
を
充
実
さ
せ
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　

石
巻
・
登
米
・
気
仙
沼

医
療
圏
に
お
け
る
休
日
夜
間

の
小
児
救
急
体
制
に
つ
い
て

は
、
石
巻
市
夜
間
急
患
セ
ン

タ
ー
に
東
北
大
学
病
院
な
ど

か
ら
小
児
科
医
が
派
遣
さ
れ

る
形
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、

本
市
を
は
じ
め
3
市
4
町
が

利
用
者
数
に
応
じ
て
運
営
費

の
一
部
を
負
担
し
て
い
る
。

　

夜
間
に
お
け
る
小
児
の
救

急
体
制
に
つ
い
て
は
、
宮
城

県
地
域
医
療
計
画
に
よ
る
小

児
科
医
の
集
約
化
な
ど
も
あ

り
、
市
民
病
院
に
お
い
て
は

小
児
科
常
勤
医
が
一
名
体
制

の
た
め
夜
間
の
対
応
が
難
し

い
状
況
で
あ
る
。
乳
幼
児
な

ど
の
急
患
に
つ
い
て
は
専
門

性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
石
巻
市
夜
間
急
患
セ
ン

タ
ー
に
対
応
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

東
北
大
学
病
院
や
近
隣
の

医
療
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
子
供
を
も
つ
家
庭
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
小
児
科
医
療
体
制
の
維

持
、
確
保
に
努
め
て
い
く
。

佐藤千賀子 議員

元気で七五三元気で七五三

問
子
供
の
夜
間
救
急
に
つ
い
て

答
石
巻
市
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

で
対
応
を

問答

　
　

一
般
論
と
し
て
、
選
挙

公
約
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　

候
補
者
が
当
選
し
た

後
、
実
現
す
べ
き
政
策
と
し

て
、
有
権
者
に
向
け
て
表
明

す
る
約
束
で
あ
る
。

　
　

地
方
自
治
体
に
お
け
る

二
元
代
表
制
の
意
義
は
。

　
　

と
も
に
選
挙
で
選
ば
れ

た
市
民
を
代
表
す
る
市
長
と

議
会
が
互
い
に
緊
張
関
係
を

保
ち
つ
つ
、
対
等
な
立
場
に

お
い
て
議
論
を
重
ね
な
が

ら
、
両
輪
と
し
て
、
市
政
発

展
の
た
め
に
取
組
む
こ
と
に

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

正
式
名
称
は
、
い
つ
決

定
さ
れ
る
の
か
。

　
　

現
在
、
選
定
方
法
や
選

定
時
期
を
決
定
し
て
い
な
い

が
、
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
る

施
設
と
な
る
よ
う
、
市
民
公

募
な
ど
の
手
法
を
含
め
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
民
へ
の
説
明
会
が
遅

れ
て
い
る
が
、そ
の
理
由
は
。

　
　

施
設
整
備
の
方
向
性
な

ど
、
本
市
の
考
え
方
を
一
定

程
度
、
整
理
し
た
上
で
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　

市
当
局
の
説
明
に
市
民

が
違
和
感
、
不
信
感
を
募
ら

せ
て
い
る
。
市
長
は
、
一
旦

辞
職
し
再
選
挙
を
行
っ
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

2
期
目
に
任
期
を
4
年

間
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
の

4
年
間
は
所
信
表
明
に
申
し

述
べ
た
通
り
、
し
っ
か
り
と

市
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

首藤忠則 議員

問
市
庁
舎
建
設
反
対
の
旗
を
降
し
た
理
由
は

答
庁
舎
の
長
寿
命
化
は

無
理
と
判
断
し
た
た
め

問問問

問問

答答答

答答

（
仮
称
）地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

　
　

公
共
事
業
が
減
少
し
、

市
内
企
業
の
経
営
が
苦
し
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

企
業
の
入
札
参
加
申
請
時

に
、
当
該
企
業
の
経
営
分
析

は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

入
札
参
加
申
請
時
の
企

業
情
報
は
請
負
工
事
金
額
の

範
囲
を
定
め
る
た
め
の
も
の

で
、
経
営
状
況
の
分
析
は

行
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
公
共
投
資
の
減

少
に
よ
り
建
設
業
者
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　

登
米
市
指
名
競
争
入
札

参
加
者
指
名
基
準
第
２
条
第

２
項
に
つ
い
て
、「
市
内
に

本
店
及
び
支
店
を
有
す
る

者
」
か
ら
「
市
内
に
本
店
を

有
す
る
者
」
に
改
正
す
る
考

え
は
。

　
　

入
札
案
件
な
ど
に
よ
る

が
、
現
行
の
基
準
で
も
市
内

に
本
店
を
有
す
る
企
業
の
み

で
指
名
基
準
を
満
た
し
て
い

る
。

　

市
内
に
支
店
を
有
す
る
企

業
（
以
下
「
準
市
内
企
業
」

と
い
う
）
も
災
害
協
定
を
締

結
す
る
な
ど
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
行
の
基
準
で
運
用

し
て
い
く
。

　
　

準
市
内
企
業
に
つ
い

て
、
市
税
を
納
め
て
い
る
こ

と
、
市
内
に
移
住
し
た
者
を

一
定
数
以
上
職
員
と
し
て
雇

用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
条

件
を
付
す
考
え
は
。

　
　

入
札
案
件
な
ど
に
よ
っ

て
は
、
県
内
に
本
社
を
有
す

る
企
業
に
限
定
す
る
な
ど
の

条
件
を
付
け
て
い
る
。

　

準
市
内
企
業
も
雇
用
の
場

に
な
る
な
ど
し
て
い
る
こ
と

か
ら
現
在
の
ま
ま
で
進
め
る

が
、
市
内
企
業
の
受
注
機
会

確
保
に
も
努
め
て
い
く
。

岩渕正弘 議員

入札書入札書

問
入
札
で
の
市
内
企
業
優
先
の
考
え
は

答
市
内
企
業
優
先
の
取
組
を

行
っ
て
い
る

問問

　
　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、

従
事
者
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
。
国
の
支
援
が
必
要
だ
が
、
農

業
関
連
予
算
は
減
少
の
一
途
で
あ

り
、今
般
の
世
界
情
勢
も
踏
ま
え
、

穀
倉
地
帯
の
市
長
と
し
て
、
国
へ

の
農
業
予
算
の
配
分
強
化
を
ど
う

求
め
て
い
く
か
伺
う
。

　
　

農
林
水
産
大
臣
が
本
市
を 

訪
れ
た
際
に
、
農
業
の
窮
状
と
、

農
家
が
安
心
し
て
農
業
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
強
力
な
支
援
の
要
請
を

し
た
。
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し

て
も
、
国
策
と
し
て
支
援
策
を
要

望
。
ま
た
、
関
係
市
町
及
び
土
地

改
良
区
と
協
議
会
を
設
立
し
て
要

望
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で

続
け
て
い
る
。
地
域
の
現
状
と
農

家
の
声
を
強
く
届
け
、
農
業
を
守

り
抜
く
。

　
　

国
の
補
正
予
算
で
示
さ
れ
た

「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」
に
お

け
る
「
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
」
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

交
付
限
度
額
は
、
２
億
２
千

６
６
６
万
円
が
示
さ
れ
た
。
す
べ

て
の
市
民
に
及
ん
で
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
家
計
支
援
と
し
て
広
い

支
援
の
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、

い
ち
早
い
支
援
と
な
る
よ
う
に
、

今
議
会
へ
追
加
提
案
す
る
。

　
　

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
軍

事
行
動
と
、
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ

ル
の
紛
争
の
激
化
で
、
無
力
な
子

ど
も
や
一
般
市
民
が
命
を
失
う
事

態
が
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て

い
る
。
平
和
に
対
す
る
思
い
と
、

市
民
へ
の
伝
え
方
を
伺
う
。

　
　

本
市
は
核
兵
器
の
廃
絶
と
世

界
の
恒
久
平
和
の
実
現
に
寄
与
す

る
た
め
に
平
和
首
長
会
議
に
参
加

し
て
い
る
。
本
市
議
会
や
、
平
和

首
長
会
議
と
連
携
・
支
援
活
動
を

行
い
、
市
民
に
発
信
す
る
。

鈴木　実 議員

2021年の稲作時間給は10円
（農水省「営農類別農業経営統計」より）

2021年の稲作時間給は10円
（農水省「営農類別農業経営統計」より）

問
農
業
予
算
強
化
を
目
指
せ

答
市
長
と
し
て
全
力
尽
く
す

　
　

移
住
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
ど
こ
に
置
い
て
、
ど
う
い

う
戦
略
で
進
め
る
の
か
。

　
　

過
去
２
年
間
、
30
歳
代

ま
で
の
割
合
が
半
数
以
上
と

な
っ
て
お
り
、
若
者
や
子
育

て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い

る
。
ま
た
近
年
で
は
、
空
家

情
報
バ
ン
ク
を
活
用
し
て
、

田
舎
暮
ら
し
を
希
望
す
る
シ

ニ
ア
世
代
も
増
え
て
お
り
、

そ
う
し
た
方
に
選
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
取
組
を
進
め
る
。

　
　

都
市
部
か
ら
地
方
自
治

体
に
住
民
票
を
異
動
し
て
活

動
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
全
国
的
に
年
々
増
え
て

い
る
。
他
市
の
例
に
あ
る
よ

う
に
、
民
間
団
体
を
受
入
先

と
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　

地
域
活
性
化
や
に
ぎ
わ

い
創
出
の
た
め
に
、
地
域
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
を
受
入
先

と
す
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
内
３
社
か
ら
学
校
給

食
へ
食
材
の
寄
付
が
あ
っ
た

こ
と
に
、
地
域
の
力
を
感
じ

た
。
本
市
の
学
校
給
食
食
材

利
用
率
（
金
額
ベ
ー
ス
）
は

４
年
度
17
・
05
％
で
、
７
年

度
の
目
標
値
を
25
％
と
し
て

い
る
。
目
標
達
成
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
る

の
か
。

　
　

４
年
度
に
ほ
ぼ
全
量
市

内
産
と
し
た
食
材
は
18
品
目

で
あ
り
、
今
後
多
く
の
品
目

で
使
用
量
を
拡
大
し
て
い
く

た
め
、
さ
ら
に
生
産
者
と
つ

な
が
り
を
深
め
、
よ
り
安
定

的
な
供
給
体
制
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
。

永島順子 議員

地域おこし協力隊による空き店舗活用
が進む栗原市岩ヶ崎六日町通り商店街
地域おこし協力隊による空き店舗活用
が進む栗原市岩ヶ崎六日町通り商店街 現在の迫庁舎現在の迫庁舎

問
移
住
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
に
す
る
に
は

答
若
者
や
子
育
て
世
代
へ
の

施
策
を
推
進

問問

問

問

問 答

答

答

公
民
館
等
に
お
け
る
、
指
定
管
理

者
の
利
用
料
減
免
裁
量
権
は

答

問答

答

答答

答 問

学
校
給
食
へ
地
域
食
材

を
増
や
す
取
組
は

平
和
に
対
す
る
思
い
は
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域
）
に
含
ま
れ
て
い
る
。
原
子
力

災
害
の
規
模
や
風
向
き
に
よ
っ
て

は
、
市
全
域
が
避
難
等
対
象
地
域

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
住
民
の
安
全
か
つ
速
や
か
な

避
難
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続

的
に
調
査
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

石
巻
広
域
消
防
本
部（

11
月
30
日
）

　

石
巻
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
、
気
仙
沼
・
本
吉
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
及
び
本
市
の
３
消
防

本
部
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
災
害
対
応
力
の
強
化
を
目

的
に
、
8
年
度
の
共
同
運
用
開
始

に
向
け
、
高
機
能
共
同
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
て
い
る
。

　

新
し
い
情
報
通
信
技
術
や
住
民

ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応

す
る
た
め
、
共
同
運
用
に
よ
る
災

害
情
報
の
一
元
化
が
図
ら
れ
、
地

域
住
民
が
消
防
本
部
の
規
模
や
居

住
地
域
に
関
わ
ら
ず
、
等
し
く

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。
特
に
、
大
規
模
災
害
へ
の

対
応
と
い
う
点
で
は
、
消
防
相
互

東
北
電
力
女
川
原
子
力
発
電
所

（
11
月
30
日
）

　

６
年
５
月
の
原
子
力
発
電
再
稼

働
に
向
け
、
安
全
対
策
工
事
を
着

実
に
進
め
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。
原
子
炉
建
屋
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
科
学
的
・
技
術
的
知

見
の
継
続
的
な
収
集
・
分
析
を
踏

ま
え
、
部
材
追
加
に
よ
る
強
化
、

配
管
や
電
線
管
サ
ポ
ー
ト
の
追
加

な
ど
、
耐
震
安
全
性
を
高
め
る
工

事
に
重
点
を
置
い
て
い
た
。
現
地

で
確
認
し
た
整
備
中
の
防
潮
堤

は
、
全
長
8
0
0
ｍ
、
高
さ
29
ｍ

で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
で
到
達

し
た
13
ｍ
の
津
波
の
２
倍
以
上
の

高
さ
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
女
川
町
中
心
部
か
ら
発

電
所
に
向
か
う
道
路
は
、
一
部
改

良
工
事
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
勾
配
、
カ
ー
ブ
と
も
に
急
な

箇
所
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
緊

急
時
の
早
急
な
対
応
を
考
慮
し
、

さ
ら
な
る
対
策
の
必
要
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
本
市
豊
里
町
及
び
津
山

町
は
女
川
原
子
力
発
電
所
か
ら
概

ね
半
径
30
㎞
圏
内
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ（
緊

急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区

委
員
会
の
見
解

　

本
市
で
は
「
焼
却
処
理
を
行
わ

な
い
」
と
し
て
平
成
29
年
度
の
実

証
試
験
を
経
て
、
平
成
30
年
か
ら

土
壌
還
元
処
理
を
計
画
的
に
実
施

し
て
い
る
。

　

土
壌
還
元
処
理
は
令
和
13
年
度

ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、

今
回
の
県
外
搬
出
に
よ
り
、
ど
の

程
度
の
期
間
短
縮
が
図
ら
れ
る
か

不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
提
示
さ
れ

た
県
外
処
理
条
件
に
よ
る
と
、
処

理
業
者
の
情
報
が
開
示
さ
れ
な
い

な
ど
、
責
任
の
所
在
も
確
認
で
き

な
い
。

結
果

　

県
外
搬
出
は
行
わ
ず
、
本
市
が

現
在
実
施
し
て
い
る
土
壌
還
元
処

理
を
遂
行
し
て
い
く
べ
き
と
し

た
。

　

宮
城
県
よ
り
放
射
性
物
質
に
汚

染
さ
れ
た
農
林
業
系
廃
棄
物
（
一

般
廃
棄
物
）
の
県
外
処
理
に
係
る

情
報
提
供
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

本
市
で
の
対
応
を
検
討
す
る
に
あ

た
り
、
執
行
部
よ
り
議
会
に
対
し

意
見
を
求
め
ら
れ
た
。

県
外
処
理
の
内
容

･
処
理
先
の
情
報
は
一
切
公
表
し

　

な
い

･
運
搬
業
者
は
搬
出
自
治
体
で
確

　

保
す
る

･
焼
却
等
に
よ
る
処
理
（
再
資
源

　

化
も
含
む
）

･
財
源
は
国
庫
補
助
の
対
象
と
な

　

る
見
込
み

の
応
援
体
制
の
迅
速
化
が
図
ら

れ
、
高
度
な
運
用
が
実
現
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

３
消
防
本
部
に
お
い
て
は
、
通

報
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
カ
メ
ラ

に
よ
る
撮
影
映
像
を
使
用
し
、
通

話
を
行
い
な
が
ら
通
報
現
場
と
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
間
で
迅
速
か
つ

ス
ム
ー
ズ
に
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。
当
該
機
能
を

持
つ
機
器
の
導
入
は
、
仙
台
市
に

次
い
で
県
内
２
例
目
で
あ
り
、
市

民
の
命
と
財
産
を
守
る
消
防
指
令

に
お
い
て
、
大
き
な
力
に
な
る
で

あ
ろ
う
と
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。　

　

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
農
林
業
系
廃
棄
物

　
（
一
般
廃
棄
物
）
の
処
理
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
（
9
月
12
日
）

　
　

津
山
、
東
和
、
米
山
、

南
方
地
域
の
、
再
編
後
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
経
費
は
約

２
億
円
増
え
、
約
３
億
１
千

万
円
に
な
る
試
算
で
あ
る
。

登
下
校
に
か
か
る
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
的
な
対
応
を
し
、「
登

下
校
登
米
モ
デ
ル
」
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

　
　

貴
重
な
提
案
と
受
け
止

め
る
。
開
校
準
備
委
員
会
の

中
で
、
地
域
の
協
力
が
可
能

か
協
議
し
た
い
。

　
　

不
登
校
は
、
統
合
に
伴

い
環
境
や
先
生
が
変
わ
る
と

増
加
す
る
の
で
は
と
危
惧
す

る
。
行
き
た
く
な
る
学
校
づ

く
り
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

　
　

本
年
度
統
合
し
て
で
き

た
津
山
小
学
校
に
つ
い
て
は

不
登
校
者
ゼ
ロ
で
あ
る
。
子

供
同
士
が
関
わ
り
合
い
、
認

め
合
い
、
絆
づ
く
り
を
大
切

に
し
た
学
校
運
営
を
目
指
し

て
い
る
。

　
　

東
和
か
ら
近
隣
の
中
学

校
は
登
米
中
、
中
田
中
で
あ

り
、
通
学
距
離
は
錦
織
小
か

ら
中
田
中
ま
で
4
・
8
㎞
、

米
谷
公
民
館
か
ら
は
5
・
6

㎞
で
自
転
車
通
学
可
能
。
登

米
中
ま
で
は
錦
織
か
ら
13

㎞
、
米
谷
か
ら
は
10
㎞
で
あ

る
。
自
転
車
通
学
で
き
る
範

囲
で
の
統
合
は
考
え
ら
れ
な

い
の
か
。

　
　

再
編
構
想
は
決
定
し
た

も
の
で
は
な
く
案
と
し
て
示

し
た
も
の
。
町
域
を
超
え
た

新
た
な
枠
組
み
も
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

岩淵正宏 議員

7年度から、東和小学校となり、
中学生といっしょに通う校舎
7年度から、東和小学校となり、
中学生といっしょに通う校舎

問
学
校
再
編
に
伴
う
登
下
校
対
策
は

答
安
全
確
保
・
経
費
削
減
を

協
議
検
討

問

問

問 答答

答

　
　

市
と
町
域
主
催
の
秋
祭

り
日
程
調
整
は
ど
の
よ
う
に
。

　
　

各
実
行
委
員
会
を
組
織

し
企
画
立
案
し
日
程
調
整
に

お
い
て
も
実
施
主
体
で
判

断
。

　
　

各
町
域
で
同
日
に
秋
祭

り
が
開
催
さ
れ
た
が
問
題

は
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
主
体

に
お
い
て
必
要
な
情
報
共
有

に
努
め
、検
討
材
料
と
す
る
。

　
　

市
内
秋
祭
り
の
活
性
化

策
と
し
て
ど
の
よ
う
に
す
る
。

　
　

市
民
の
皆
様
に
楽
し
ん

で
頂
く
と
共
に
、
観
光
客
の

皆
様
に
も
お
と
ず
れ
て
い
た

だ
く
機
会
と
情
報
交
換
の
場

に
し
て
持
続
可
能
な
祭
と
す

る
。

　
　

本
年
度
の
秋
祭
り
開
催

に
際
し
準
備
期
間
が
足
り
な

い
よ
う
に
感
じ
た
が
原
因

は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
継
続
と
い

う
部
分
と
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

で
あ
っ
た
。

　
　

支
所
単
位
の
秋
祭
り
に

飲
食
関
係
の
出
店
が
極
端
に

少
な
か
っ
た
が
保
健
所
の
支

所
化
が
影
響
し
て
な
い
か
。

　
　

支
所
化
に
よ
っ
て
従
前

と
業
務
内
容
は
か
わ
っ
て
い

な
い
の
で
準
備
期
間
や
周
知

の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　

中
田
庁
舎
の
屋
外
ス

テ
ー
ジ
が
秋
祭
り
で
使
用
不

可
に
な
っ
て
い
た
が
改
修
は
。

　
　

施
設
の
老
朽
化
と
現
状

の
利
用
状
況
な
ど
を
考
え
る

と
除
却
の
計
画
で
あ
る
。　

　
　

祭
り
の
際
に
使
用
す
る

バ
ス
の
車
庫
が
使
用
不
可
に

な
り
屋
外
駐
車
だ
が
改
修
は
。

　
　

令
和
６
年
度
の
予
算
に

計
上
し
、
早
期
の
修
繕
に
努

め
施
設
の
適
正
な
管
理
を
す

る
。

日下　俊 議員

中田庁舎の屋外ステージ中田庁舎の屋外ステージ

問
本
市
秋
祭
り
の
活
性
化
に
つ
い
て

答
失
わ
れ
た
賑
わ
い
の

回
復
に
向
か
う

問

問問問

問問問 答答答答

答答答

東
部
中
学
校
再
編
に
つ
い
て

10
月

2
日
（
月
）
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
　
　

中
心
市
街
地
等
活
性

　
　
　
　
　

化
特
別
委
員
会

4
日
（
水
）
予
算
決
算
常
任
委
員

　
　
　
　
　

会
全
体
会

　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

5
日
（
木
）
総
務
企
画
常
任
委
員
会

6
日
（
金
）
長
野
県
佐
久
市
議
会

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
が

　
　

行
政
視
察
で
来
庁

10
日
（
火
）
広
報
広
聴
委
員
会

11
日
（
水
）
岩
沼
市
議
会
I
C
T

　
　
　
　
　

化
推
進
特
別
委
員
会

　
　

が
行
政
視
察
で
来
庁

　
　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

13
日
（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
中
心
市
街
地
等
活
性
化

　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

16
日
（
月
）
議
会
改
革
推
進
会
議

17
日
（
火
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

18
日
（
水
）
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

行
政
視
察

19
日
（
木
）
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

行
政
視
察

20
日
（
金
）
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

行
政
視
察

23
日
（
月
）
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

24
日
（
火
）
広
報
広
聴
委
員
会　

　
　
　
　
　

行
政
視
察

　
　
　
　

【
岩
手
県
一
関
市
】

25
日
（
水
）
群
馬
県
藤
岡
市
議
会

　
　

産
業
建
設
常
任
委
員

　
　
会
が
行
政
視
察
で
来
庁

26
日
（
木
）
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

27
日
（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

28
日
（
土
）
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
〜
30
日
）

30
日
（
月
）
広
報
広
聴
委
員
会

11
月

1
日
（
水
）
埼
玉
県
戸
田
市
議
会

　
　

文
教
・
建
設
常
任
委

　
　

員
会
が
行
政
視
察
で

　
　

来
庁

2
日
（
木
）
教
育
民
生
常
任
委
員
会

6
日
（
月
）
産
業
建
設
常
任
委
員
会

7
日
（
火
）
総
務
企
画
常
任
委
員
会

9
日
（
木
）
議
会
改
革
推
進
会
議

　
　

行
政
視
察
（
〜
10
日
）

　
　
　
　
　

【
兵
庫
県
加
東
市
、
京
都

　
　
　
　
　
　

府
福
知
山
市
】

16
日
（
木
）
長
野
県
東
御
市
議
会

　
　

会
派
「
さ
わ
や
か
な

　
　

風
の
会
」
が
行
政
視

　
　

察
で
来
庁

20
日
（
月
）
議
会
運
営
委
員
会　

　
　

行
政
視
察
（
〜
21
日
）

　
　
　
　

【
石
川
県
加
賀
市
、
富

　
　

山
県
南
砺
市
】

21
日
（
火
）
議
会
改
革
推
進
会
議

22
日
（
水
）
教
育
民
生
常
任
委
員
会

24
日
（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

政
策
企
画
調
整
会
議

27
日
（
月
）
全
員
協
議
会

28
日
（
火
）
総
務
企
画
常
任
委
員
会

29
日
（
水
）
産
業
建
設
常
任
委
員
会

30
日
（
木
）
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
　

行
政
視
察

　
　
　
　

【
東
北
電
力
女
川
原
子

　
　

力
発
電
所
、
石
巻
広

　
　
　
　
　

域
行
政
事
務
組
合
】

　
　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

12
月

1
日
（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

4
日
（
月
）
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
会
議

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

さ　

く

と　

だ

と
う
み

ふ
じ
お
か

総
務
企
画
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

総
務
企
画
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

総
務
企
画
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
11
月
30
日
）

一 般 質 問委員会報告

ー 一般質問の録画配信をＱＲコードからご覧いただけます ーー 一般質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
　　 各議員の一般質問の様子がご覧になれますので、ぜひご利用ください。ー

特　
　

集

定
期
議
会

委　

員　

会

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

一
般
質
問

特　
　

集

定
期
議
会

委　

員　

会

一
般
質
問

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

とめ市議会だより 第78号
令和６年２月21日発行

とめ市議会だより 第78号
令和６年２月21日発行
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神
奈
川
県
南
足
柄
市

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
「
に
こ
っ

と
」

（
10
月
18
日
）

　

民
間
施
設
で
あ
っ
た
商
業
施
設

を
改
築
し
、
駅
前
に
整
備
さ
れ
た

そ
の
施
設
に
は
、
令
和
５
年
か
ら

こ
ど
も
育
成
課
と
こ
ど
も
支
援
課

か
ら
な
る
市
職
員
37
名
の
こ
ど
も

未
来
部
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
子

育
て
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
の
今
後
の
子
育
て
支
援

の
取
組
の
方
向
性
と
し
て
大
い
に

参
考
に
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
施
設
自
体
が
商
業
施

設
で
あ
っ
た
た
め
、
本
市
で
の
取

組
の
際
は
自
然
環
境
を
生
か
し
た

施
設
の
在
り
方
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
。

神
奈
川
県
大
和
市

「
文
化
創
造
拠
点
シ
リ
ウ
ス
」

（
10
月
19
日
）

　

６
階
各
フ
ロ
ア
で
テ
ー
マ
別
の

書
籍
が
置
か
れ
、
保
育
園
も
併
設

さ
れ
、
幼
少
期
か
ら
自
然
に
本
と

親
し
め
る
環
境
が
作
ら
れ
て
い

た
。
交
通
機
関
な
ど
の
利
便
性
も

高
く
、
市
内
だ
け
で
な
く
、
市
外

の
利
用
者
も
多
く
高
い
利
用
率
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

施
設
内
に
は
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ

ッ
プ
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
10
店
ほ
ど
の
企
業
が
入
店
し

て
お
り
、
足
を
伸
ば
し
や
す
い
環

境
だ
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
図
書

に
つ
い
て
も
、
１
階
で
全
て
の
図

書
の
貸
し
借
り
が
で
き
る
な
ど
、

非
常
に
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
図

書
館
で
あ
っ
た
。

埼
玉
県
戸
田
市

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
取
組（

10
月
20
日
）

　

産
学
官
と
連
携
し
、
最
先
端
の

知
の
リ
ソ
ー
ス
（
情
報
・
知
識
）

な
ど
を
教
室
に
入
れ
る
こ
と
で
働

き
方
改
革
に
直
結
し
て
い
た
。
学

校
だ
よ
り
を
Ｐ
Ｃ
で
発
信
す
る
な

ど
、
教
員
の
在
校
時
間
は
５
年
前

と
比
較
し
30
％
の
削
減
を
達
成
さ

れ
て
い
る
。

　

戸
田
市
教
育
委
員
会
は
、
内
閣

官
房
Ｉ
Ｔ
室
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
庁

を
経
験
し
た
横
田
氏
を
招
き
入

れ
、
次
長
兼
教
育
政
策
室
長
に
就

任
頂
い
て
い
る
。
本
市
で
も
教
育

に
か
け
る
本
気
度
を
出
し
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
を
強
力
に
推
進
す
る
た

め
、
長
け
た
人
材
を
登
用
す
る
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

令
和
５
年
度
議
会
改
革
推
進
会

議
の
活
動
方
針
と
し
て
、「
議
会

基
本
条
例
の
全
体
共
有
と
手
法
の

確
立
」
を
掲
げ
、
課
題
解
決
に
向

け
た
対
策
を
絡
め
た
サ
イ
ク
ル
の

形
成
を
主
た
る
活
動
方
針
と
し

て
、
行
動
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
委
員
間
の
情
報
共
有
を
終
え
て

お
り
、
現
在
は
課
題
解
決
に
向
け

た
行
動
を
考
察
す
る
段
階
に
あ

る
。
今
回
は
そ
の
取
組
の
実
践
を

学
ぶ
機
会
を
得
た
。

兵
庫
県
加
東
市
議
会

議
会
基
本
条
例
の
検
証
と
見
直
し

の
手
法

（
11
月
９
日
）

　

加
東
市
議
会
に
お
い
て
は
、
議

会
基
本
条
例
の
検
証
に
あ
た
り
議

員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
加
え
て
、
無
作

為
抽
出
で
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
手
法
に
つ
い
て
は
、
議
員

の
任
期
と
リ
ン
ク
さ
せ
改
選
直
後

に
議
会
基
本
条
例
の
研
修
を
行

い
、
２
年
後
に
検
証
を
行
っ
て
い

る
。
検
証
に
あ
た
っ
て
は
、「
評

価
検
証
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し

て
実
施
し
て
お
り
、
本
市
の
よ
う

な
常
設
の
委
員
会
を
設
け
て
の
議

論
と
は
そ
の
趣
を
異
に
す
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
市
民
目
線
で
の

「
議
会
へ
の
関
心
」
や
「
議
会
広

報
へ
の
関
心
」、「
定
数
・
報
酬
」

な
ど
オ
ー
プ
ン
な
問
い
か
け
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
手
法
に
は
大

所
高
所
か
ら
、
議
会
が
市
民
か
ら

ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
を
考
察
し

た
も
の
と
認
識
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
を
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
に
求
め
、
自
ら
は
虫
の
眼

で
つ
ぶ
さ
に
基
本
条
例
の
理
念
と

行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
測
っ
て
お
り
、

ま
さ
し
く
わ
れ
わ
れ
に
は
な
か
っ

た
手
法
と
効
果
に
「
目
か
ら
鱗
」

の
思
い
で
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。

京
都
府
福
知
山
市
議
会

基
本
条
例
検
証
か
ら
の
実
践
サ
イ

ク
ル

（
11
月
10
日
）

　

福
知
山
市
議
会
は
「
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て
」
の
掛
け
声
の

下
、
特
に
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
参
加

の
推
進
が
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い

る
議
会
で
あ
る
。

そ
の
議
会
基
本
条
例
の
検
証

で
は①

情
報
公
開
の
推
進

②
市
民
参
加
の
推
進

③
議
会
の
機
能
強
化

を
目
的
別
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
到
達
目

議
会
改
革
推
進
会
議
行行
政政
視視
察
報
告告

議
会
改
革
推
進
会
議
行行
政政
視視
察
報
告告

議
会
改
革
推
進
会
議
行
政
視
察
報
告 行

政
視
察
報
告告

行
政
視
察
報
告告

行
政
視
察
報
告

議
会
運
営
委
員員
会
行行
政政
視
察察
報報
告告

議
会
運
営
委
員員
会
行行
政政
視
察察
報報
告告

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
報
告

標
と
し
て
掲
げ
評
価
を
行
う
。

　

こ
の
到
達
目
標
は
、
都
度
検
討

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一

定
の
水
準
に
達
し
た
と
の
評
価
を

得
た
後
は
、
新
た
な
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
条
例
の

解
釈
を
変
更
す
る
こ
と
も
辞
さ
な

い
も
の
で
あ
り
、
常
に
改
革
意
識

を
高
め
る
行
動
を
実
践
し
て
い

る
。

　

福
知
山
市
議
会
と
比
較
し
た
場

合
、
本
市
議
会
の
取
組
は
、
ま
だ

ま
だ
画
一
的
な
範
囲
内
に
あ
る
。

特
に
「
時
の
流
れ
に
従
い
条
例
の

解
釈
も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
語
ら
れ
て
い
た
姿
は
青
天

の
霹
靂
で
あ
っ
た
。

石
川
県
加
賀
市

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
運
営

（
11
月
20
日
）

　
「
開
か
れ
た
議
会
」
と
し
て
市

議
会
だ
よ
り
の
ほ
か
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

情
報
発
信
し
て
お
り
、
本
市
で
は

採
用
し
て
い
な
い
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
検
索
す
る

手
間
を
軽
減
で
き
、
多
世
代
へ
広

く
周
知
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
市
民
が
参
加
す
る
議

会
」
と
し
て
こ
れ
ま
で
、
女
性
議

会
、
小
学
生
議
会
、
中
学
生
議
会
、

高
校
生
議
会
を
、
議
会
や
市
政
へ

の
関
心
度
の
向
上
、
児
童
生
徒
、

女
性
の
視
点
か
ら
の
意
見
を
市
政

へ
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
て
い
た
。

　

各
議
会
の
提
案
内
容
を
も
と

に
、
委
員
会
で
の
議
題
と
し
て
取

り
上
げ
る
こ
と
で
市
民
の
関
心
が

高
く
な
り
、
多
様
な
情
報
発
信
で

市
民
に
広
く
周
知
で
き
る
一
連
の

流
れ
は
、
本
市
と
し
て
も
今
後
考

慮
す
べ
き
こ
と
と
感
じ
た
。

富
山
県
南
砺
市

議
会
の
活
性
化

（
11
月
21
日
）

　

議
会
改
革
の
ひ
と
つ
と
し
て

「
事
業
評
価
」
が
あ
り
、
次
年
度

予
算
へ
反
映
さ
せ
る
提
言
の
取
組

を
議
会
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い

た
。

　

事
業
評
価
か
ら
市
長
へ
提
言
書

の
提
出
ま
で
を
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
組
込
み
、
シ
ス
テ
ム
化
す
る

こ
と
で
可
能
と
な
り
、
３
つ
の
委

員
会
よ
り
提
言
書
を
提
出
さ
れ
活

性
化
が
図
ら
れ
て
い
た
。

　

今
回
学
ん
だ
内
容
を
参
考
に
、

適
正
な
提
言
を
今
後
も
お
こ
な
え

る
よ
う
、
議
会
と
し
て
推
進
力
を

高
め
対
応
し
た
い
。

な
ん
と

ふ
く  

ち  

や
ま

か  

と
う

か   

が

み
な
み
あ
し
が
ら

と   

だ

や
ま
と

子
育
て
関
連
施
設
の
状
況
に
つ
い

て
の
現
地
視
察
（
市
内
２
施
設
）

（
11
月
30
日
）

　

民
間
が
運
営
し
て
い
る
市
内
の

子
育
て
関
連
施
設
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
ぴ
ぃ
す
ん
ち
（
南
方
町
）」

お
よ
び
「
認
定
こ
ど
も
園
森
の
く

ま
さ
ん
（
中
田
町
）」
に
つ
い
て
、

市
担
当
者
の
案
内
の
も
と
、
現
地

調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
他
の
調
査

・
病
院
事
業
中
長
期
計
画
（
第
４

次
病
院
改
革
プ
ラ
ン
）
に
つ
い

て
・
米
山
地
区
公
共
施
設
複
合
化
整

備
事
業
に
つ
い
て

・（
仮
称
）
登
米
市
人
権
擁
護
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

・
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

（
11
月
２
日
）

　

市
内
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

研
究
部
員
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ

た
授
業
づ
く
り
の
実
践
研
修
会
を

参
観
し
、
現
地
調
査
を
実
施
し
た

も
の
。
教
育
情
報
化
（
Ｄ
Ｘ
化
）

推
進
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
視

聴
覚
セ
ン
タ
ー
で
説
明
を
受
け
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
究
部
員
に
よ
る
効

果
的
な
活
用
例
な
ど
の
研
修
を
参

観
し
た
。

・
佐
沼
小
学
校

（
11
月
22
日
）

　

登
米
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
授

業
力
向
上
研
究
部
に
よ
る
「
第
３

回
授
業
づ
く
り
研
修
会
（
外
国

語
）」
に
つ
い
て
、
授
業
へ
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
活
用
な
ど
の
状
況
を
確

認
す
る
た
め
、
現
地
調
査
を
実
施

し
た
。

小
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
教
育

委
員
と
の
意
見
交
換
会（11

月
22
日
）

　

教
育
委
員
会
教
育
委
員
と
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
や
小
中
学
校
再
編
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
や
考
え
方

を
共
有
す
る
た
め
、
意
見
交
換
会

を
実
施
し
た
。

認定こども園森のくまさん
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Voice

〇
及
川　

美
羽
さ
ん

〇
佐
竹　

柚
姫
さ
ん

〇
阿
部　
　

尊
さ
ん

〇
千
葉　

萌
生
さ
ん

〇
原
谷　

小
夏
さ
ん

〇
佐
々
木
美
穂
さ
ん

〇
山
内　

元
陽
さ
ん

〇
千
葉　

雄
飛
さ
ん

〇
星　
　

萌
花
さ
ん

〇
高
橋
か
り
ん
さ
ん

司
会　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
皆

さ
ん
の
中
で
自
分
か
ら
子
供

議
会
へ
の
参
加
に
立
候
補
し

た
人
は
い
ま
す
か
。

及
川　

は
い
。

司
会　

先
輩
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
た
？

及
川　

去
年
参
加
し
た
先
輩
は
卒

業
し
て
聞
け
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
考
え
て
い
た
よ
り
も
面

白
い
と
い
う
か
、
い
い
意
見

も
言
え
た
と
思
う
し
、
し
っ

か
り
登
米
市
と
も
向
き
合
え

た
気
に
な
れ
た
の
で
、
こ
う

い
う
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

司
会　

先
輩
か
ら
話
を
聞
い
て
き

た
人
は
い
る
？

高
橋　

は
い
。「
行
っ
た
ら
い
い

経
験
に
な
る
よ
」
っ
て
後
押

し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

司
会　

実
際
に
参
加
し
て
ど
う
で

し
た
か
。

高
橋　

意
見
を
出
す
こ
と
で
登
米

市
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま

り
ま
し
た
。

司
会　

ほ
か
の
み
ん
な
は
ど
う
し

て
参
加
し
た
の
？

一
同　

学
校
か
ら
。

　
　

先
生
に
言
わ
れ
た
。

　
　

担
任
か
ら
。

　
　

お
前
し
か
い
な
い
と
。

　
　

半
ば
強
制
で
す
（
笑
）。

司
会　

議
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
う

で
し
た
か
。
原
谷
さ
ん
は
通

学
路
の
さ
ら
な
る
安
全
を
訴

え
た
け
ど
、
回
答
渋
か
っ
た

よ
ね
？

原
谷　

そ
う
な
ん
で
す
。
今
ま
で

通
り
や
る
と
し
か
言
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

司
会　

図
書
館
の
こ
と
も
だ
れ
か

聞
い
て
た
よ
ね
？

佐
々
木　

な
ん
か
、
モ
ヤ
っ
と
し

た
答
え
し
か
な
か
っ
た
…
。

司
会　

子
供
議
会
に
参
加
し
た
感

想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
？

阿
部　

登
米
市
の
様
々
な
問
題
な

ど
を
聞
け
て
、
よ
か
っ
た
と

感
じ
ま
し
た
。

山
内　

す
ご
く
緊
張
し
て
聞
こ
う

と
思
っ
た
こ
と
も
な
か
な
か

聞
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

登
米
市
に
つ
い
て
「
も
っ
と

こ
う
し
た
ら
い
い
の
に
な
」

と
自
分
の
中
で
考
え
ら
れ
、

よ
か
っ
た
で
す
。

千
葉　

登
米
市
に
つ
い
て
の
考
え

が
自
分
の
中
で
思
い
つ
か
な

か
っ
た
の
で
、
み
ん
な
凄
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

星　
　

一
人
で
は
絶
対
解
決
で
き

な
い
問
題
を
訴
え
ら
れ
て
、

「
登
米
市
を
創
る
」
こ
と
は

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。

佐
竹　

今
回
の
議
会
を
通
じ
て
登

米
市
に
つ
い
て
色
々
な
こ
と

を
知
っ
た
し
、
い
い
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

司
会　

ま
た
、
子
供
議
会
に
参
加

し
た
い
や
り
た
い
っ
て
人

は
？

及
川　

は
い
。

一
同　

頼
ま
れ
た
ら
、
ま
た
や
っ

て
も
い
い
か
な
（
笑
）。

―
子
供
議
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

子
供
議
員
紹
介

　

11
月
11
日
に
行
わ
れ
た
子
供
議

会
２
０
２
３
（
と
め
青
年
会
議
所

主
催
、
登
米
市
議
会
、
登
米
市
教

委
共
催
）
に
、
今
年
も
市
内
各
中

学
校
か
ら
10
人
の
生
徒
が
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
子
供
議
員
の

皆
さ
ん
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

次
世
代
×
議
会

協議の取りまとめ

基本構想・基本計画

先進地事例研修（大崎市役所）

H26年12月
H28年  8月
H29年  3月

H29年  4月

H29年  9月
H30年  1月
H30年  3月
H31年  4月

【建設までの経過】
本庁舎等建設推進本部設置
推進委員部会職員ワーキンググループ
大崎市議会市役所建設庁舎特別委員会を
設置（11人で構成）
大崎市本庁舎建設プロジェクトチームを
設置（副市長を含む13人で構成）
基本構想策定（自力策定）
ワールドカフェ、高校生タウンミーティング
基本計画策定
市民説明会 にぎわいシンポジウム

R 元年11月
R  2年  9月
R  4年11月
R  5年  3月

基本計画完成
実施設計完成
竣工
運用開始

１．建設場所は中江中央公園付近 ２．施設は、集約型またはエリア分散型

（理由）
①立地適正化計画で中江中央公園付近が都市機
能誘導区域に位置づけられている。
②排水は、県と市の取組みにより大幅に改善さ
れる見通しで、浸水リスク軽減を図るために、
様々な検討を重ねる。
③他候補地も検討したが課題が多く、12年度
までの施設完成（または、事業完了）は難しい。

④事業推進の有利な起債、補助金が見込める。

利便性が高く、誰もが行きたくなる施設

まちの顔として、魅力の向上と多くの人々が出会い学びと交流が生まれる施設

市民の生活を支え、安全で安心して利用できる施設

環境に配慮し、機能的で将来に負担をかけない施設

施設は集約型又はエリア内分散型、建設場所は迫中江中央公園付近

　公募型プロポーザルで基本構想・基本計画の策定を委託する事業者として、「シアターワークショップ・
佐藤総合計画共同企業体」が選定された。

（理由）
①一体的に整備することで、市民が利用しやす
く、にぎわいが生まれる。
②集約化することでコンパクトな施設建設が可
能となり、事業費の抑制にもつながる。
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世
代
に
議
会
内
容
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
委

員
会
活
動
を
進
め
て
行
き
ま

す
の
で
、
今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（伊

藤
善
博
）

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

佐
々
木
好
博

副
委
員
長　

伊
藤　

善
博

委　
　

員　

熊
谷　

康
信

〃  　
　

浅
田　

琢
哉

〃  　
　

遠
藤
真
理
子

〃  　
　

鈴
木　
　

実

〃  　
　

永
島　

順
子

〃  　
　

曽
根　

充
敏

〃  　
　

岩
淵　

正
宏

議　
　

長　

 

関　
　
　

孝

　

皆
さ
ん
が
手
に
取
り
、
読

ん
で
み
た
く
な
る
市
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
向
け
取
組
ん
で
お
り

ま
す
。
今
回
は
文
字
フ
ォ
ン

ト
や
表
現
お
よ
び
レ
イ
ア
ウ

ト
に
少
し
手
を
加
え
、
議
会

で
審
議
し
た
内
容
を
わ
か
り

や
す
い
記
事
に
す
る
な
ど
、

16
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

何
か
を
「
変
え
る
」
時
は
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
も

の
で
す
。
よ
り
良
い
市
議
会

だ
よ
り
に
な
る
よ
う
皆
さ
ん

の
声
を
聞
き
、
編
集
す
る
際

は
よ
く
話
し
合
い
、
多
く
の
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議
会
で
市
民
歌
斉
唱

豊
里
小・中
学
校

４
年
生
の
み
な
さ
ん

議
会
で
市
民
歌
斉
唱

豊
里
小・中
学
校

４
年
生
の
み
な
さ
ん

議
会
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

登
米
市
議
会
で
は
、
そ
の
年
最
初

の
議
会
で
市
民
歌
を
斉
唱
し
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
は
、
豊
里
小
・
中
学

校
の
４
年
生
42
名
の
皆
さ
ん
に
合
唱

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
『
市
民
と
共
に
開
か
れ
た
議
会

づ
く
り
』
を
目
指
し
、
議
会
運
営
に
関
し
て

意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
議
会
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
内
容
】

▼
議
事
堂
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
で
の
議

会
傍
聴

▼
議
会
運
営
や
議
会
だ
よ
り
な
ど
へ
の
意
見

▼
議
会
と
の
意
見
交
換
会
へ
の
出
席

▼
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

【
定
数
】

▼
20
人
以
内

【
任
期
】

▼
委
嘱
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
末
ま
で

【
応
募
資
格
】

▼
18
歳
以
上
で
市
内
在
住
の
人
、
議
会
運
営

に
関
心
を
持
つ
人
、
議
員
及
び
常
勤
の
公
務

員
で
な
い
人

【
応
募
方
法
】申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

議
会
事
務
局
（
市
役
所
迫
庁
舎
３
階
）
に
持

参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か

【
申
込
用
紙
】
議
会
事
務
局
に
備
え
付
け
の
ほ

か
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

【
募
集
期
限
】
３
月
11
日（
月
）当
日
消
印
有
効

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
議
会
事
務
局

〒
９
８
７

－

０
５
１
１

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
２

－

６

－

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
２
０
（
22
）
１
９
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
２
０
（
22
）
９
２
２
５

　

gikaijim
u@
city.tom

e.m
iyagi.jp

議会からのお知らせ議会からのお知らせ議会からのお知らせ

　本会議はインターネット中継でご覧にな
れます。
　なお、ご不明な点などがございましたら
議会事務局までお問合せください。

2月定期議会
開会中

スマホで！

（
１
月
15
日
）

議会中継 facebook
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